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雑誌の印刷は白黒。写真を元のカラーへ、追記もした。 

日
本
の
近
代
水
道
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
バ
ル
ト
ン
の
教
え
に
よ
っ
た
。 

病
原
菌
が
除
け
る
英
国
式
の
緩
速
ろ
過
は
日
本
に
も
広
ま
っ
た
。 

バルトンは、日本の経験の多くを取り入れた『都市の水道』を
ロンドンで出版。現在はネットでみることができる。日本語訳
本も出版されている。 



 

広島市もバルトンの指導で、近代水道が始まった。 

名
古
屋
市
も
バ
ル
ト
ン
の
助
言
で
基
本
設
計
を
行
っ
た
。 

バルトンは、日本に、英国のろ過池の構造を勧めた。  
それは、斜めの壁で、その下は漏水防止で粘土層だった。 



 

垂
直
壁
は
、
亀
裂
や
漏
水
が

し
や
す
か
っ
た
。 

戦
前
の
京
都
山
科
浄
水
場
に
は
、
越
流
感
が
上
下
可
動
式
だ
っ
た
。 

水道１００年の機会に、今後１００年も使えるようにと
全ての緩速ろ過池を作り直した。越流管も改良した。 

最初に建設されたのは、斜め壁（左側）、右側に増設したのは、面
積効率が良いように垂直壁であった。 

上
下
可
動
式
の
越
流
管

に
し
た
。 



 

ろ
過
水
へ
の
塩
素
殺
菌
は
大
都
会
だ
け
だ
っ
た
。 

当時のろ過速度は、1 日に 10 尺（約３ｍ）だった。 
緩速ろ過は遅い方が良いと考えていた。 

大
正
12
年
当
時
、
ほ
と
ん
ど
の
浄
水
場
は
緩
速
ろ
過
だ
っ
た
。 

ろ過池の壁も改良した。 



 

緩速ろ過は生物群集による浄化であった。 

「
沈
黙
の
春
」
で
殺
虫
剤
、
除
草
剤
の
危
険
性
を
指
摘
さ
れ
た
。 

塩
素
添
加
、
薬
剤
添
加
で
発
癌
物
質
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
の
生
成
を
指
摘
さ
れ
た
。 

水道水への塩素殺菌は、戦後、アメリカ軍の強制で行われた。 

薬
を
使
わ
な
い
緩
速
ろ
過
指
針
がW

H
O

か
ら
出
版
。 



 

基
準
は
、
誰
が
提
案
し
決
め
る
の
か
な
。 

下水で汚れた河川水を人工的に河原での湧水をつくった。それを
緩速ろ過 Slow Sand Filter と言った。生物群集の活躍で浄化し
ていたとは思っていなかった。 

急速ろ過の水と緩速ろ過の水、
基準の濁度は急速ろ過に合わ
せているとしか思えない。 

緩
速
ろ
過
の
水
は
ス
ー
パ
ー
ク
リ
ー
ン 



 
顕微鏡でみないとわからない、生物が活躍していた。 

寒
い
地
域
で
は
、
冬
、
ろ
過
池
水
面
が
凍
結
す
る
の
で
、
ろ
過
池
を
覆
っ
て
い
た
。 

 

殺菌のための塩素で、金魚は死ぬのに、安全と言う。 
おかしいと思わないのかな。 

英
国
で
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ピ
ッ
チ
ャ
の
水
道
水
を
だ
し
て
く
れ
た
。 



 

生物が嫌がる薬で、生物が活躍できない。生物が反応する物質がろ過
池を通過するので、濁りが除けるが溶けている物質は、通過する。 

緩
速
ろ
過
は
生
物
群
集
の
活
躍
に
よ
る
浄
化
。 

名古屋、中部地区で、「水のいのちとものづくり」と
産官学を共同する団体が設立した。 



 

名古屋は、緩速ろ過で世界へ貢献しよ
うと動きだした。それなら、まず初め
に、スリランカ・コロンボだと考えた。 

発展途上国の発展に貢献しようと英連邦会議がスリランカ・
コロンボで開かれた。それがコロンボ・プランだった。 

名
古
屋
環
未
来
研
究
所
を
設
立
し
た
。 



 

薬
を
使
わ
な
い
で
、
維
持
管
理
が
簡
単
だ
っ
た
。 

2011 年 10 月 25 日、コロンボヒルトンで、緩速ろ過の
勉強会を開催した。 

熱帯の泥水河川水を水源とし、沈殿池と
上向流粗ろ過で濁りを除き、最後に緩速
砂ろ過で安全な水道水をつくる施設を
2000 年に完成さるのに協力した。 



 

 

緩
速
ろ
過
の
国
際
会
議
は
、
１
９
８
８
年
ロ
ン
ド
ン
で
開

催
さ
れ
た
。
第
３
回
は
、
１
９
６
６
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
。 

中本は緩速ろ過の新しい動向、
生物浄化法を解説した。 

次の国際会議は東京（日本）で言われた。 



 

1974 年に行ったサンパウロ大のベルナルドが、薬を使わない
上向粗ろ過を研究し、1980 年に修士の学生が発表していた。 
 

中本が 1974 年にサンパウロ大に、ダム湖生態系利用の指導で出
かけたのも、コロンボ・プランだった。サバンナ地帯のダム湖で、
乾期から雨期の移り変わりの時にでかけた。 
 

流
入
河
川
と
ダ
ム
湖
で
は
繁
殖
す
る
生
物
が
異
な
っ
て
い
た
。
栄
枯
盛
衰
が
あ
っ
た
。 

乾
期
か
ら
雨
期
に
な
る
と
、
一
斉
に
生
物
が
活
躍
し
だ
し
た
。 


